
  

市民に「葉酸」摂取促す

　循環型社会　を演出する“
廃棄された中古家電を世界に輸出　

沿線エコノミストによる　　新春

蘇
っ
た
伝
統
芸
能

埼
玉
県
有
形
民
族
文
化
財
・
三
芳
町
無
形
民
族
文
化
財

総
合
福
祉

エ
リ
ア

障
害
者
・
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い

江
戸
の
名
残
り
と
ど
め
る

小
林
　茂
　社
長

川
越
・
広
済
寺

景気討論会

前
田
家
と
陰
陽
師

「吉田三芳座」旗揚げ

五十年の時を経て

現
代
に
語
り
継
ぐ

関口　定男 町長

星
野
仙
蔵
小
伝

救急医療の崩壊を食い止める 最後の砦

山里で　　　の公募展
東秩父村

埼玉医大総合医療センター
高度救命救急センター

中学校跡に建設した
「和紙のテーマパーク」

高
野
さ
ん
自
身
も
版
画
制
作

ブ
ル
ガ
リ
ア
で
個
展

画版

書店販売

東　　上　　沿　　線　　物　　語 第20号（１）　平成20年　12月

昆
虫
資
料
館

絶
品
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ

路
地
巡
り

も
楽
し
い

北
池
袋
駅

堀
之
内
人
道
橋

食
事
の
店
　
二
木
亭

昭
和
鉄
道
高
等
学
校

東
京
交
通
短
期
大
学

谷
端
川
北
緑
道

氷
川
神
社

麺
の
松
本
製
麺
所

下
板
橋
駅

新
井
ア
マ
ゾ
ン
昆
虫
資
料
館

bcck
er　fujiw

ara 眺
め
抜
群
の
堀

之
内
人
道
橋

　
始
発
池
袋
駅
か
ら
一
つ
め

の
停
車
駅
が
北
池
袋
。
大
繁

華
街
池
袋
の
雑
多
な
に
お
い

が
、
乗
車
時
間
二
分
で
ど
ん

な
ふ
う
に
さ
ま
が
わ
り
し
て

い
る
の
か
　
鼻
を
く
ん
く
ん

ぴ
く
つ
か
せ
る
。

　
一
九
一
四
年
（
大
正
３
）

東
上
鉄
道
が
開
通
し
た
当
初
、

池
袋
駅
の
次
の
駅
は
下
板
橋

駅
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
上
板

橋
、
下
赤
塚
、
中
板
橋
、
大

山
、
東
武
練
馬
駅
が
続
々
と

開
業
さ
れ
、
北
池
袋
駅
（
当

時
は
東
武
堀
之
内
駅
）
が
で

き
た
の
が
一
九
三
四
年
（
昭

和
９
）。当
時
、
駅
界
隈
の
町

名
は
新
田
堀
之
内
村
。

　
と
こ
ろ
が
東
京
大
空
襲
で

駅
舎
が
被
災
崩
壊
し
、
一
九

四
七
年
（
昭
和
22
）
に
廃
止

さ
れ
た
。
四
年
後
の
一
九
五

一
年
（
昭
和
26
）
九
月
一
日
、

駅
名
を
北
池
袋
駅
と
あ
ら
た

め
再
び
開
業
。

　
改
札
を
で
て
す
ぐ
右
側
に

開
通
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
東
武
堀
之
内

駅
が
あ
っ
た
。
二
メ
ー
ト
ル

程
の
石
碑
は
鬱
蒼
と
し
た
葉

陰
に
あ
り
、目
立
た
な
い
が
、

駅
の
再
開
と
同
時
に
石
碑
を

建
て
る
ほ
ど
、
や
れ
や
れ
こ

れ
で
通
勤
通
学
な
ど
、
生
活

が
し
や
す
く
な
っ
た
、
そ
ん

な
喜
ば
し
さ
だ
っ
た
ろ
う
。

　
改
札
を
出
て
、
東
上
線
と

埼
京
線
が
ひ
っ
き
り
な
し
に

走
行
す
る
踏
み
切
り
を
わ
た

っ
た
。
え
ー
っ
と
、
新
井
ア

マ
ゾ
ン
昆
虫
資
料
館
に
行
き

た
い
ん
で
す
が
…
…
。
交
番

の
お
ま
わ
り
さ
ん
は
地
図
を

指
さ
し
な
が
ら
、
少
し
自
信

な
さ
げ
。
さ
ら
に
そ
ば
の
赤

い
点
線
を
さ
し
て
、
こ
こ
が

通
れ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
よ
、
と
。

　
え
え
い
、
ま
ま
よ
、
道
順

を
教
え
て
も
ら
い
、
交
番
裏

手
の
蕎
麦
屋
さ
ん
の
前
の
道

を
直
進
す
る
。
坂
が
多
く
、

左
右
に
路
地
も
多
い
。
小
路

を
車
や
バ
イ
ク
が
後
ろ
か
ら

け
っ
こ
う
走
っ
て
く
る
。
妙

経
寺
前
を
通
り
、
上
池
袋
さ

く
ら
公
園
を
右
手
に
、
じ
ょ

じ
ょ
に
線
路
沿
い
に
吸
い
寄

せ
ら
れ
、
迷
い
つ
つ
池
袋
駅

方
向
に
歩
く
。
め
ざ
す
ア
マ

ゾ
ン
は
線
路
脇
に
あ
っ
た
。

徒
歩
一
二
分
位
か
。

　
カ
ー
テ
ン
が
閉
め
ら
れ
、

ド
ア
の
上
方
に
ワ
ニ
の
剥
製

が
へ
ば
り
つ
い
て
こ
っ
ち
を

見
て
る
。
イ
ン
パ
ク
ト
あ
り

す
ぎ
　
得
体
の
し
れ
な
さ
に

や
や
怖
気
づ
く
。
携
帯
を
鳴

ら
し
て
み
た
。
わ
っ
。
や
さ

し
く
て
気
さ
く
、
べ
ら
ん
め

ぇ
調
の
館
長
・
新
井
久
保

（
ひ
さ
や
す
）
氏
が
目
前
に
。

　
現
在
八
五
歳
。
三
〇
年
ほ

ど
前
か
ら
昆
虫

を
も
と
め
て
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
や

イ
ン
ド
へ
。
そ

の
後
、
ア
マ
ゾ

ン
に
魅
せ
ら
れ
、

前
人
未
到
の
奥

地
へ
。

　
年
一
回
、
一

か
月
滞
在
。
す

で
に
三
〇
回
以

上
行
っ
て
い
る
。

　
現
地
で
ポ
ー

タ
ー
を
雇
う
が
、

一
人
野
宿
も
辞

さ
ず
。
毒
矢
が

飛
ん
で
く
る
道

も
す
す
ん
だ
。

命
を
賭
け
て
い
る
の
だ
。「
地

球
上
の
生
物
の
三
分
の
二
は

虫
な
の
で
、
数
限
り
な
い
。

今
で
も
新
発
見
が
あ
り
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
や
大
豆
の
栽
培
の
た
め
森

林
は
伐
採
さ
れ
、
虫
は
細
々

と
生
き
て
い
る
」

　
少
年
時
代
は
上
野
の
杜
で

虫
を
捕
る
。「
八
歳
か
九
歳
の

頃
、
日
本
は
不
景
気
の
ど
ん

底
。
母
の
実
家
が
男
衾
に
あ

り
、
農
家
な
の
で
、
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
て
来
い
、
と
、
と

き
ど
き
行
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
上
線
が
一
時
間
に
一
本

し
か
な
く
て
、
待
ち
時
間
が

退
屈
で
、
現
在
の
キ
ン
カ
堂

あ
た
り
か
ら
先
は
雑
木
林
だ

っ
た
の
で
、
そ
こ
に
い
っ
て

は
虫
捕
り
を
し
て
い
ま
し
た
」

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
が
好
き
と
い

う
。
今
年
、
私
費
で
『
東
京

都
豊
島
区
の
昆
虫
』
を
出
版
。

　
高
野
之
夫
豊
島
区
長
も

〈
少
年
の
情
熱
を
い
つ
ま
で

も
持
ち
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う

に
〉
と
エ
ー
ル
を
お
く
る
。

　
館
内
の
壁
一
面
は
、
み
ご

と
な
ア
グ
リ
ア
ス
蝶
が
展
示

さ
れ
、
標
本
箱
に
は
カ
ブ
ト

ム
シ
や
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
仲

間
が
数
十
万
点
。
息
を
の
む

ほ
ど
美
し
く
愛
ら
し
い
。

　
採
集
時
の
硬
い
体
を
ピ
ン

で
刺
し
て
形
を
整
え
（
写
真
）

シ
ャ
ー
レ
で
液
体
を
使
い
な

が
ら
、ち
ぢ
こ
ま
っ
た
脚
を
、

だ
ま
し
だ
ま
し
伸
ば
す
気
の

遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
。
今

も
時
間
が
あ
る
と

東
上
線
、
越
生
線

沿
い
に
虫
捕
り
に

出
か
け
る
。
ア
マ

ゾ
ン
は
、
来
春
出

か
け
る
予
定
だ
。

　
上
池
袋
さ
く
ら

公
園
裏
手
か
ら
渡

る
堀
之
内
人
道
橋
。

五
〇
段
程
の
階
段

を
あ
が
っ
た
橋
の

上
に
立
つ
と
、
な
ん
と
も
風

が
そ
う
快
だ
。

レ
ー
ル
一
〇
数

本
。
待
機
中
の

山
手
線
車
両
や

成
田
エ
ク
ス
プ

レ
ス
、
走
行
中

の
東
上
線
や
埼

京
線
車
両
が
眼

下
を
す
り
ぬ
け

て
い
く
（
写
真
）。

眺
め
が
抜
群
で

あ
る
。

　
昼
食
は
池
袋

本
町
中
央
通
り

の
二
木
亭
で
。

中
華
ち
ら
し
＋

味
噌
汁
五
七
〇

円
（
五
〇
円
の

割
引
券
付
）
を

平
ら
げ
る
。
安

く
て
う
ま
い
。

続
々
と
お
客
さ

ん
が
店
内
に
。

　
川
越
街
道
近

く
、
昭
和
鉄
道

高
等
学
校
で
、

植
木
で
さ
え
ぎ
ら
れ
て
い
る

が
校
舎
脇
の
蒸
気
機
関
車
を

の
ぞ
く
。

　
一
八
九
一
年
（
明
治
24
）

イ
ギ
リ
ス
の
ダ
ブ
ス
社
製
造
。

　
一
九
六
七
年
（
昭
和
42
）

西
武
鉄
道
が
寄
贈
。
向
か
い

の
東
京
交
通
短
期
大
学
で
運

転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
用
の
丸
ノ

内
線
車
両
を
や
は
り
通
り
か

ら
眺
め
る
。
北
池
袋
が
鉄
道

の
町
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
だ
。

　
池
袋
本
町
二
丁
目
と
三
丁

目
を
囲
む
遊
歩
道
谷
端
（
や

ば
た
）
川
北
緑
道
で
、
猫
二

匹
が
に
ら
み
あ
い
、
し
ば
ら

く
行
け
ば
今
度

は
白
黒
の
猫
が

こ
ち
ら
を
に
ら

ん
で
い
る
。
あ

ら
っ
表
示
が
板

橋
区
熊
野
町
だ
。

適
当
に
右
折
。

す
る
と
運
良
く

氷
川
神
社
に
遭

遇
。
御
輿
庫
が

並
び
、
土
俵
も

あ
る
旧
池
袋
村

の
鎮
守
様
。
見

知
ら
ぬ
町
で
は
神
社
に
立
ち

寄
る
。
夏
な
ら
木
陰
で
ひ
と

休
み
、
秋
か
ら
冬
は
日
な
た

ぼ
っ
こ
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　
池
袋
本
町
通
り
と
池
袋
本

町
中
央
通
り
が
ぶ
つ
か
る
近

く
店
舗
四
・
五
坪
b
a
c
k

e
r
　
f
u
j
i
w
a
r
a

（
ベ
ッ
カ
ー
　
フ
ジ
ワ
ラ
）

（
写
真
）
は
、
店
長
藤
原
さ

ん
が
こ
だ
わ
る
材
料
で
、
パ

ン
や
ケ
ー
キ
、
お
菓
子
を
焼

い
て
い
る
。
美
食
家
来
栖
け

い
さ
ん
絶
賛
の
ア
ッ
プ
ル
パ

イ
は
予
約
し
な
い
と
購
入
で

き
な
い
ほ
ど
だ
。

　
ベ
ー
グ
ル
や

ア
ン
チ
ョ
ビ
入

り
フ
ラ
ン
ス
パ

ン
な
ど
も
、
国

産
小
麦
の
香
り

が
香
ば
し
く
、

と
び
き
り
美
味
。

　　
F
u
j
i
w

a
r
a
の
シ
ュ

ー
ク
リ
ー
ム
を

か
じ
り
な
が
ら
、

下
れ
ば
下
板
橋

駅
に
出
る
池
袋

本
町
通
り
を
歩

く
。お
お
ー
っ
、

左
手
に
麺
の
松
本
製
麺
所
。

小
売
可
が
う
れ
し
い
。
国
内

産
地
粉
百
％
、
手
も
み
生
中

華
麺
一
一
〇
円
と
焼
き
そ
ば

用
の
麺
を
買
う
。

　
北
池
袋
駅
周
辺
の
通
り
は

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
お
り
て
い
る

店
舗
も
あ
る
が
、
そ
の
他
は

金
物
、
銭
湯
、
毛
ハ
タ
キ
の

専
門
店
や
染
物
、
履
物
店
、

店
内
に
綿
を
い
っ
ぱ
い
積
み

上
げ
た
布
団
店
、
精
肉
、
鮮

魚
に
八
百
屋
さ
ん
な
ど
、
な

ん
で
も
揃
う
。
そ
し
て
路
地

は
多
い
が
迷
路
で
は
な
い
不

思
議
さ
。
人
の
話
し
声
が
あ

ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

か
ら
迷
っ
て
も
へ
い
き
。
路

地
巡
り
も
楽
し
い
だ
ろ
う
。

　
ど
ん
ど
ん
大
都
市
に
な
っ

て
い
く
お
隣
り
池
袋
の
そ
ば

で
、
昔
な
が
ら
の
恋
し
い
に

お
い
が
こ
こ
に
あ
る
。

＊
新
井
ア
マ
ゾ
ン
昆
虫
資
料
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上
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２
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28

‐
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℡
０
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１
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５
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２
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入
場
無
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・

要
予
約

＊
b
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c
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e
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u
j

i
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a
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池
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時
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毎
週
火
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定
休
日

（
カ
ッ
ト
イ
ラ
ス
ト
・
池
田

葉
子
）
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